
　　　様式第２号(事業別概要) No.

款 大事業

項 中事業

目 担当所属

予算種別 補助/単独 事業区分
前年度

増減額
5年間計画額

当初予算額

実施計画

本年度事業費 (歳　入) (歳　出) 財源内訳 一般財源

本年度当初要求額 本年度当初要求額

本年度当初査定額 本年度当初査定額

＜事業に関する説明＞

（事業の概要） （事業の目的） （事業の効果）

（事業実施上の問題点） （前年度からの見直し点） （見積についての特記事項）

節 本年度 前年度 増減額

特
定
財
源

款 項 目 節
細
節

細
々
節

歳入特定財源科目名称 本年度 本年度 前年度 増減額
当初要求額 当初予算額 要求額 査定額 予算額

平成２５年度  一般会計 予算見積 事業別概要書（当初）
3. 民生費 4. 敬老祝金贈呈事業

2. 老人福祉費

1. 老人福祉総務費 高齢者福祉課

（佐倉市）　　

第１章
｢思いやりと希望にみちたまちづくり｣　～保健・福 -

祉の充実、子育て・子育ち環境の充実～ 平成23年度 -

経常 単独 計画 38,656 △35,339 基本施策７
高齢者が安心して暮らせるまちにします 平成24年度 -

平成25年度 -

施策１
高齢者が生活しやすい環境づくりに努めます 平成26年度 -

平成27年度 -

3,317 3,317

長寿のお祝いとして、年齢の節目ごとに敬老お祝い金を 高齢者に対し敬老祝金を贈呈し、多年にわたり社会に尽 多年にわたり社会に尽くしてきた高齢者の長寿を祝うと

贈呈いたします。 くしてきた高齢者の長寿を祝うとともに、敬老思想の高揚を図ることを ともに、敬老思想の高揚を図ることができます。また、同時に対象高齢

目的とします。 者の安否確認を行うこともできます。

高齢者人口の増加に伴い、祝金の対象者区分に変 敬老祝金贈呈対象者を９９歳と１００歳とする。

更が無くとも事業費が年々増加している。 ８０歳・８８歳・１００歳以上は、廃止。

11 67 66 1

20 3,250 38,590 △35,340

差引一般財源 3,317 38,656 △35,339


